
「タオルびと」2014 年 10 月号（中谷稔氏編③） 

1 

Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 
 

 

とにかく阿 部 株 式 会 社 にはお世 話 になった、その気 持 ちは終

生 忘 れられん  

 

岩 田 商 事 ㈱ 倒 産 後 、 中 谷 稔 氏 は 、 1 9 5 4 年 8 月 に 大 月 勤 氏 の 斡 旋

で 阿 部 ( 株 ) 大 阪 支 店 に 入 社 し た 。 当 時 、 社 長 を 務 め て い た の は 阿 部

和 男 氏 で あ る 。中 央 区 備 後 町 の 大 阪 支 店 事 務 所 の 2 階 に 寝 泊 ま り し

な が ら 、毎 日 朝 の 5 時 か ら 夜 の 8 時 ま で 事 務 処 理 を お こ な っ た 。そ

し て 、 備 後 町 か ら 天 保 山 の 船 着 き 場 ま で 自 転 車 で 出 か け る の が 日 課

で 、 今 治 か ら 届 く 荷 物 の 伝 票 を と り に い き 、 取 引 先 の 問 屋 ま で 届 け

た 。  

入 社 3 年 目 の 1 9 5 7 年 5 月 か ら 3 カ 月 間 、 今 治 の 織 物 工 場 と 染

晒 工 場 に 実 習 に い っ た こ と が あ る 。 タ オ ル 製 造 の 現 場 を 知 る た め 、

み ず か ら 志 願 し た も の だ 。 そ の と き の 心 情 を 「 実 習 に 就 て 」 に 記 し

て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 習 先 で は 、 以 前 東 洋 紡 の 工 場 で 技 術 者 と し て 仕 事 を し て き た 人

が 阿 部 ( 株 ) の 工 場 長 を し て お り 、 機 械 の 動 か し 方 な ど 指 導 し て も ら

っ た 。 学 ん だ こ と 、 気 付 い た こ と を 毎 日 欠 か さ ず 「 実 習 日 記 」 に 記

録 し 、 工 場 長 に 目 を と お し て も ら っ た 。 そ の と き の 日 記 は 、 い ま で

も 大 切 に 保 管 さ れ て い る 。 実 習 日 記 に は 、 お も に 原 糸 加 工 や 染 晒 加

工 な ど の 準 備 工 程 に つ い て 細 か く 記 録 さ れ て あ る 。 本 社 工 場 で の 実

予 支 店 在 勤 の 頃 か ら 希 望 し て い た 工 場

実 習 が 出 来 る 事 に な っ て 非 常 に 嬉 し く

思 っ て い る 。 之 と 云 う の も 支 店 勤 務 と

い う 対 外 的 な 仕 事 に あ っ て 実 際 の 経 験

の 無 い 事 を 痛 感 し た 為 で 、 入 社 と 同 時

の 実 習 な れ ば こ れ 程 興 味 を 感 じ な か っ

た で あ ろ う 。  

「 実 習 に 就 て 」  

（ 中 谷 稔 氏 提 供 ）  
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習 は 、 中 谷 氏 に と っ て 日 々 発 見 の 連 続 で あ り 、 多 忙 だ っ た が 充 実 し

て い た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タ オ ル 製 造 の 基 礎 を 身 に 付 け て 大 阪 に 戻 っ て か ら も 、 会 社 が と り

組 む 事 業 や 方 針 に 沿 っ て 、中 谷 氏 は 自 分 に で き る こ と を 何 で も し た 。

1 9 5 9 年 に 工 場 設 備 の 近 代 化 に 伴 っ て 東 洋 紡 績 山 田 工 場   に 自 動

織 機 8 0 台 を と り に い き 、 自 社 工 場 に あ っ た 力 織 機
り き し ょ っ き

と 入 れ 替 え る 段

取 り を 付 け た り 、 1 9 6 0 年 に 手 捺 染 に よ る タ オ ル 製 造 を 開 始 す る た

め に 、 ま ず 綿 織 物 用 織 機 を タ オ ル 用 に 改 造 す る た め の 鋳 物 工 場 「 今

治 鋳 造 ( 株 ) 」 を 社 内 に 設 立 し 、 そ こ に 京 都 か ら 手 捺 染 の 技 術 者 を 招

へ い し た り 、 1 9 6 0 年 代 の タ オ ル ブ ー ム が 訪 れ る と ( 株 ) 林 タ オ ル    

な ど の タ オ ル 専 門 問 屋 や 三 菱 商 事 な ど の 大 手 商 社 に 売 り 込 み を か け

た り 、 通 信 販 売 大 手 の 千 趣 会 と の 提 携 で 月 賦 販 売 を は じ め た り 、 い

ろ い ろ な こ と を 経 験 し た 。  

多 忙 な 日 々 を 送 り な が ら も 、プ ラ イ ベ ー ト で は 1 9 6 3 年 4 月 に 結

婚 し 所 帯 を も っ た 。 妻 の 幸 子 氏 は 、 今 治 の 出 身 で 、 カ ト リ ッ ク 系 の

東 京 保 育 専 門 学 校 を 卒 業 し た 才 媛 で あ り 、 キ リ ス ト 教 徒 で も あ る 。

大 学 を 卒 業 後 、 し ば ら く 東 京 で 働 い て い た が 、 結 婚 し て 大 阪 に や っ

「 実 習 日 記 」  

（ 中 谷 稔 氏 提 供 ）

 

LOOKS
ノート注釈
1922年に三重県伊勢市において創業。東洋紡績㈱のなかでも大規模な設備をもつ工場だった。1945年の空襲で設備の大半を喪失したが1950年には復元し、綿糸、織布の一貫生産をおこなった。1972年に東洋紡績伊勢工場に改称。その後、繊維産業の低迷を受けて、1999年に閉鎖。

LOOKS
ノート注釈
1951年創業のタオルや寝具などをおもに扱うタオル専門問屋。本社は兵庫県神戸市。
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て き た 。 中 谷 氏 は 、 長 年 寝 泊 ま り し て い た 事 務 所 の 2 階 か ら 吹 田 市

の 団 地 に 引 っ 越 し 、 幸 子 氏 と 新 し い 生 活 を は じ め た 。  

長 い 大 阪 で の 生 活 に 終 止 符 が 打 た れ た の は 、 綿 織 物 の 売 れ 行 き が

頭 打 ち と な り 、 公 害 問 題 で 本 社 の 染 晒 ・ 織 物 工 場 を 東 予 市 三 芳 に 移

設 し た 直 後 で あ っ た 。 な ん と か 会 社 の 立 て 直 し を 図 る 必 要 が あ り 、

社 長 の 阿 部 和 男 氏 に 呼 ば れ て 1 9 7 2 年 に 今 治 の 本 社 へ 移 動 と な っ た 。

こ う し て 、 通 算 で 1 8 年 に お よ ん だ 大 阪 支 店 時 代 に 別 れ を 告 げ 、 帰

今 し た 。  

 

     

 

 

 実 の と こ ろ 、 こ の と き 中 谷 氏 は 、 長 年 営 業 畑 で 培 っ た 勘 で 、 織 物

の 先 行 き に 不 安 を 抱 え て お り 、 こ れ を 機 に ど こ か へ 転 職 し よ う か と

も 考 え て い た 。 で も 、「 と に か く 阿 部 （ 株 ） に は お 世 話 に な っ た 、 そ

の 気 持 ち は 終 生 忘 れ ら れ ん 」 と 、 お も い 止 ま っ た 。 す で に 定 年 退 職

し て 故 郷 の 岡 山 に 帰 省 し て い た 大 月 氏 に も 、 身 の 振 り 方 に つ い て 相

談 し た 。 そ う す る と 大 月 氏 は こ う 言 っ た 。「 何 と か や っ て く れ ん か 。

他 に や れ る 人 が い な い か ら 、 君 以 外 に 頼 れ る 人 が い な い 。 た い へ ん

だ と お も う け ど 今 治 に 帰 っ て く れ 。」 大 月 氏 の 一 言 は 、中 谷 氏 に と

阿 部 (株 )大 阪 支 店 入 社 時 の 写 真  

（ 写 真 ： 中 谷 稔 氏 提 供 ）
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っ て 重 み が あ る 。 人 生 の す べ て に 係 わ っ て き た 人 物 だ か ら だ 。 そ し

て 、 1 9 7 2 年 に 本 社 勤 務 と な り 、 お も に タ オ ル の 販 売 に 従 事 し な が

ら 、 経 理 業 務 全 般 を 担 当 す る こ と に な っ た 。  

                   

  写 真 ： 宮 崎 陽 平 氏 提 供 （ み や ざ き タ オ ル ）  

 

 

 

4 ．  阿 部 ( 株 ) の 危 機 と 現 役 引 退  

 

 阿 部 ( 株 ) は 、 阿 部 平 助 が 1 8 9 6 年 に 創 業 し た 阿 部 合 同 会 社 を 前 身

に も つ 。 今 治 で 最 初 に タ オ ル 製 造 を は じ め た 会 社 だ が 、 1 9 1 6 年 に

広 幅 綿 織 物 と 綿 ネ ル 生 産 に 特 化 し 、 タ オ ル の 生 産 を い っ た ん 中 止 し

た 。 第 二 次 世 界 大 戦 中 は 軍 服 用 の 綿 織 物 を 生 産 し 、 戦 後 は 東 南 ア ジ

ア を 中 心 に 広 幅 綿 織 物 の 輸 出 を 拡 大 し て い っ た 。 阿 部 ( 株 ) は 、 染 晒

と 製 織 を 一 貫 し て お こ な い 、 織 物 工 場 を 現 在 の 今 治 城 の 近 く に

5 , 0 0 0 坪 く ら い 所 有 し て い た 。 ま た 、 染 晒 工 場 を 現 在 の 今 治 国 際 ホ

テ ル の あ る と こ ろ に 、こ れ も 5 , 0 0 0 坪 程 度 の 広 さ で 構 え て い た 。戦

後 復 興 か ら 1 9 5 0 年 代 に か け て は 、「 ガ チ ャ 万 、 コ ラ 千 」   の 時

代 で 、 繊 維 産 業 に 未 曽 有 の 好 景 気 が 訪 れ 、 阿 部 ( 株 ) の 成 長 を 後 押 し

今 治 本 社 勤 務 時 代  

（ 写 真 ： 中 谷 稔 氏 提 供 ）  

阿 部 株 式 会 社 の 商 標  

LOOKS
ノート注釈
織機が「ガチャ」という音を立てると万のお金が舞い込み、警察がヤミ摘発で「コラッ」と怒っても千円握らせると見逃してくれる、という意味。
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し た 。  

そ の 実 、 中 谷 氏 は 、 中 高 校 時 代 の 新 聞 配 達 の ア ル バ イ ト の 他 に 、

阿 部 ( 株 ) で 時 々 ア ル バ イ ト を し て い た 。 お も に 、 銅 版 に 絵 柄 が 掘 ら

れ た ロ ー ル で プ リ ン ト す る 作 業 を 手 伝 っ た 。 ち ょ う ど 戦 後 復 興 期 の

頃 で あ る 。  

 1 9 6 0 年 、 阿 部 ( 株 ) は 、 綿 織 物 用 の 織 機 を タ オ ル 用 に 改 造 し て タ

オ ル 製 造 を 再 開 し た 。 当 時 の 今 治 で は 、 先 晒 の ジ ャ カ ー ド 織 の タ オ

ル が 主 流 で あ っ た が 、 阿 部 ( 株 ) は 手 捺 染 に よ る プ リ ン ト タ オ ル の 生

産 を は じ め た 。 京 都 か ら 技 術 者 を 呼 ん で 手 捺 染 に よ っ て 柄 を 出 し 、

他 の タ オ ル メ ー カ ー と の 差 別 化 を 図 っ た 。 機 械 に よ る 捺 染 も お こ な

い 、 そ の 後 他 の メ ー カ ー で も 後 工 程 に お い て 捺 染 加 工 を 施 す よ う に

な っ て い っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

1 9 6 0 年 代 末 に な る と 、 市 内 の 騒 音 問 題 や 公 害 問 題 に 直 面 し 、 阿

部 ( 株 ) は 1 9 7 0 年 に 東 予 市 三 芳 に 1 5 , 0 0 0 坪 の 土 地 に 織 物 工 場 1 3 ，

5 0 0 坪 と タ オ ル 工 場 1 , 5 0 0 坪 を 併 設 し た 大 工 場 を 建 設 し た （ 新 工

場 で の 操 業 は 1 9 7 2 年 ）。 工 場 を 一 新 し て よ り 一 層 の 成 長 を 目 指 そ

う と し た 矢 先 、 不 運 な こ と に 繊 維 不 況 が 日 本 を 襲 っ た 。 阿 部 ( 株 ) が

主 力 と し て い た 綿 織 物 の 輸 出 が 滞 る よ う に な り 、 こ れ 以 降 会 社 の 経

  

三 芳 工 場 の 外 観 （ 左 ） と 作 業 場 内 の 様 子 （ 右 ）

（ 写 真 ： 中 谷 稔 氏 提 供 ）  
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営 は 苦 境 に 立 た さ れ る こ と に な る 。 1 9 8 0 年 、 経 営 陣 と 銀 行 と の 間

で 話 し 合 い が も た れ 、 和 議 を 申 請 し て 整 理 に 入 っ た 。 し か し 、 こ の

と き 労 働 争 議 が 起 こ り 、 同 年 1 1 月 か ら 1 2 月 末 に お け る 労 使 間 協

議 の 末 、 退 職 金 5 割 減 額 で の 支 払 い で 合 意 に 達 し た 。  

 タ オ ル 製 造 や タ オ ル 捺 染 に お い て 先 陣 を 切 っ て 今 治 の タ オ ル 業 界

に 新 し い も の を 導 入 し 、 戦 後 は 綿 織 物 の 輸 出 で 一 財 産 を 築 い て き た

老 舗 企 業 の 経 営 が 傾 い た の は 、 繊 維 産 業 自 体 が 斜 陽 産 業 に な っ て い

っ た と い う 時 代 の 趨 勢 も あ る が 、 し か し 、 い ち ど 築 き 上 げ た 財 産 を

維 持 、 あ る い は そ れ 以 上 に 昇 華 さ せ る こ と の 経 営 上 の 難 し さ は 、 今

も 昔 も ど ん な 商 売 だ ろ う が 変 わ ら な い 。 戦 後 日 本 の 代 表 的 な 企 業 家

で あ る 松 下 幸 之 助   が 「 企 業 は 人 な り 」 と 言 っ た よ う に 、 組 織 は

人 で 成 り 立 っ て お り 、 会 社 を 潰 す も 生 か す も 人 、 経 営 者 に か か っ て

い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の 後 、 阿 部 ( 株 ) が 1 9 8 0 年 に 旭 染 織 ㈱ を 親 会 社 に も つ ト ウ ヨ テ

リ ー ( 株 ) に タ オ ル 部 門 を 引 き 渡 し た 経 緯 、 1 9 8 3 年 に 今 治 造 船 ( 株 )

傘 下 の 今 治 産 業 ㈱ に 染 晒 工 場 の 敷 地 5 , 0 0 0 坪 と 4 3 億 円 の 債 務 を 譲

り 渡 し た 経 緯 、そ し て そ こ に 銀 行 の 思 惑 が 複 雑 に 絡 み 合 い 、阿 部 ( 株 )

の 解 散 劇 に お い て 、 こ こ で は 語 り 尽 く せ な い 人 間 ド ラ マ が あ っ た 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

（ 写 真 ： 中 谷 稔 氏 提 供 ）  

三 芳 工 場 内 の 様 子  

LOOKS
ノート注釈
20世紀の日本を代表する企業家。松下電器産業（現・パナソニック）の創業者。小学校4年生で学校を中退し奉公に出る。1910年大阪電灯の見習い工として働きながら、関西商工学校（夜間部）で技術の基礎を学ぶ。1918年にソケット製造所を起業し、その後ラジオや電気アイロンなどの開発によって事業を拡大。1952年にはオランダのフィリップス社と提携し合弁会社松下電子工業を設立。「企業は人なり」という経営哲学のもとで、会社を日本のトップ電器メーカーへと成長させた。


